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▲受診時に必要な保険証

国保税の引き下げを
答弁＝引き下げは考えてない

　

平
成
21
年
度
世
帯
当
た
り

平
均
約
５
万
円
の
値
上
げ
で
、

高
す
ぎ
る
国
保
税
に
住
民
は

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
。

答
弁
＝
枡
田
理
事

　

国
保
税
の
税
率
算
定
に
当

た
っ
て
は
「
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
」
で
十
分
に
審

議
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

３
月
定
例
会
で
も
審
議
、
議

決
さ
れ
て
お
り
、
引
き
下
げ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

下
水
道
値
上
げ
の
凍
結
を

　

滞
納
者
に
は
水
を
止
め
ら

れ
る
制
裁
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

生
き
る
人
に
と
っ
て
、
ま

た
事
業
者
も
景
気
低
迷
の
中
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
る
。
下

水
道
料
金
値
上
げ
の
凍
結
を
。

答
弁
＝
木
村
理
事

使
用
料
の
適
正
化
を
図
る

　

国
が
「
平
成
19
年
度
公
的

資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

等
実
施
要
綱
」
を
公
表
さ
れ

た
。
町
と
し
て
こ
の
制
度
の

利
用
が
住
民
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
と
し
、
議
会
承
認

を
得
て
進
め
て
い
る
。

　

住
民
周
知
に
は
本
年
５
月

の
自
治
会
長
会
で
説
明
、
広

報
６
月
号
に
掲
載
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
水
道
検
針
時
に
配

布
し
た
。

　

将
来
に
自
立
・
安
定
し
た

経
営
基
盤
を
構
築
の
た
め
、

使
用
料
の
適
正
化
を
図
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

中西  美保子

▲安全・安心で心豊かに育つ子どもたち

特色ある町づくりを
答弁＝町づくりは住民参加で

毛利　豊

　

こ
れ
か
ら
人
口
減
少
を
迎

え
る
中
で
若
い
世
代
が
、
こ

の
町
に
移
り
住
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答
弁
＝
清
水
町
長

　

町
に
住
む
人
が
安
全
・
安

心
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
、
元

気
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

住
民
参
加
で
進
め
た
い
。

水
害
対
策
を

　

先
月
、
予
測
を
超
え
る
集

中
豪
雨
に
よ
り
、
県
内
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
、
当
町

で
も
一
部
地
域
で
浸
水
し
た
。

対
策
を
早
急
に
す
べ
き
で
は
。

答
弁
＝
清
水
町
長

県
と
協
議
し
て
推
進
す
る

　

喜
瀬
川
の
改
修
工
事
は
完

了
し
た
が
、
水
田
川
は
改
修

工
事
中
。
降
雨
量
の
基
準
に

つ
い
て
は
県
に
確
認
し
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
対
策
は

　

本
格
的
な
流
行
期
に
入
っ

た
と
厚
労
省
か
ら
発
表
さ
れ

た
が
、
当
町
の
対
策
は
。

答
弁
＝
清
水
町
長

周
知
を
徹
底
し
対
応
す
る

　

広
報
10
月
号
で
周
知
を
は

か
る
と
共
に
感
染
す
れ
ば
重

症
化
の
恐
れ
が
あ
る
妊
婦
な

ど
に
マ
ス
ク
の
配
布
も
予
定

し
て
お
り
、
感
染
拡
大
の
抑

制
に
万
全
を
期
し
た
い
。
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▲新住宅地の大量の雨水排水は古宮雨水幹線へ

新住宅地の雨水排水は
答弁＝既存の地区内水路へ

　

古
宮
地
区
の
ダ
イ
ワ
ボ
ウ

社
宅
跡
地
３
７
、０
０
０
㎡

に
住
宅
が
開
発
分
譲
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
雨
水
排
水

路
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

当
該
開
発
予
定
地
に
は
、

以
前
は
「
堂
の
谷
川
」
が
存

在
し
て
い
た
。
こ
の
開
発
予

定
地
の
雨
水
排
水
は
「
堂
の

谷
川
」
に
排
水
放
流
す
る
の

が
自
然
な
姿
で
妥
当
な
も
の

と
考
え
る
が
、「
堂
の
谷
川
」

は
現
在
見
当
た
ら
な
い
。

　

地
区
内
排
水
路
へ
の
放
流

は
溢い

っ

水す
い

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、

「
堂
の
谷
川
」
が
古
宮
雨
水

幹
線
に
付
け
替
え
ら
れ
た
の

で
あ
れ
ば
、
古
宮
雨
水
幹
線

へ
の
排
水
を
。

答
弁
＝
木
村
理
事

　

開
発
予
定
地
の
雨
水
排
水

は
開
発
予
定
地
西
側
の
田
中

道
の
水
路
と
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
西

側
の
町
道
古
宮
神
社
海
岸
線

の
水
路
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
土
地
台
帳
に
よ
れ
ば
、

堂
ノ
谷
の
水
路
や
里
道
は
、

昭
和
41
年
10
月
に
( 旧 )
大
蔵
省

か
ら
譲
与
に
よ
り
大
和
紡
績

株
式
会
社
が
取
得
さ
れ
て
お

り
、
40
年
以
上
も
前
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
「
堂

の
谷
川
」
を
東
側
の
古
宮
雨

水
幹
線
に
付
け
替
え
ら
れ
た

と
、
航
空
写
真
な
ど
か
ら
判

断
し
て
い
る
。

　

古
宮
雨
水
幹
線
へ
の
開
発

予
定
地
の
雨
水
排
水
は
古
宮

雨
水
幹
線
の
方
が
位
置
的
に

高
く
無
理
で
あ
る
。

永谷　修

▲太陽光発電によるクリーンエネルギーの活用を

今、温暖化防止対策を
答弁＝前向きに検討している

岡田  千賀子

　

こ
の
夏
、
記
録
的
な
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
害
が
各

地
で
発
生
。
暖
冬
な
ど
も
含

め
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ

れ
る
気
候
変
動
が
私
た
ち
の

日
常
生
活
や
安
全
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や
環

境
に
対
す
る
住
民
意
識
の
向

上
が
促
進
さ
れ
て
い
る
今
、

普
及
に
つ
い
て
。

①
太
陽
光
発
電
設
置
に
町
独

自
の
補
助
制
度
の
導
入
を
。

②
す
べ
て
の
町
立
学
校
園
に

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置

す
る
実
施
計
画
は
。

答
弁
＝
清
水
町
長

①
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

効
果
的
な
削
減
を
実
現
す

る
た
め
平
成
22
年
度
か
ら

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
者
へ
の
補
助

制
度
」を
導
入
す
る
た
め
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
設
計
業
務
中
で
、

来
年
３
月
に
工
事
に
着
手

し
、
秋
ご
ろ
に
は
完
了
の

予
定
で
す
。

　
　

発
電
量
な
ど
が
わ
か
る

電
光
掲
示
板
を
設
置
し
、

環
境
教
育
に
活
用
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
浜
幹
線
道
路
新
設
工
事
に

つ
い
て
。

▼
古
宮
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
社
宅
跡

地
の
宅
地
造
成
地
周
辺
の
道

路
整
備
、
県
道
明
石
高
砂
線

（
（旧）
国
道
２
５
０
号
線
）
の

歩
道
設
置
に
つ
い
て
。
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ここが聞きたいQ&A

住民クラブ
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